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南
丹
市
の
88
％
は
森
林
。
そ
の
恵
み
の
中
で
私
た

ち
は
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
市
が
掲
げ
る
森
林
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
の
下
、
森
を
守
り
、
生
か
し
、
学
び
の
場
と

し
て
育
て
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
共
感
を
抱

い
て
い
ま
す
。
人
と
森
が
共
に
息
づ
く
南
丹
市
こ
そ
、

未
来
の
モ
デ
ル
だ
と
思
い
ま
す
。

遠
の
い
て
い
く
山
へ
の
関
心
を
取
り
戻
す
た
め
、

子
ど
も
か
ら
大
人
、
企
業
ま
で
が
参
加
で
き
る
「
わ

か
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
ど
ん
ぐ

り
を
拾
い
、
苗
を
育
て
、
植
え
、
10
年
か
け
て
見
守

る
。
そ
ん
な
温
か
な
循
環
で
、
人
と
森
が
再
び
つ
な

が
る
社
会
を
森
林
組
合
が
中
心
と
な
っ
て
築
い
て
い

ま
す
。

地
域
の
小
学
生
が
植
林
体
験
で
つ
ぶ
や
い
た

「
二
十
歳
に
な
っ
た
時
、
こ
の
木
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
な
」
と
い
う
言
葉
が
始
ま
り
で
し
た
。
そ
の
純

粋
な
一
言
が
、
森
林
を
預
か
る
私
た
ち
の
心
を
動
か

し
、
未
来
に
誇
れ
る
森
を
残
そ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

小
さ
な
声
が
、
大
き
な
森
づ
く
り
の
き
っ
か
け
で
す
。

ど
ん
ぐ
り
が
世
界
を
救
う
?!
日
吉
の
森
復
活
作
戦
「
わ
か
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

地
域
み
ん
な
で
守
り
育
て
る
「
み
ん
な
の
山
」
を
つ
く
り
た
い
！

ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か

活
動
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

南
丹
市
や
議
会
に
望
む
こ
と
は

南
丹
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か

日吉町森林組合

日吉町森林組合は、約30年前に
「荒れたまま放置された山林を健全な
森に戻そう」との思いから「日吉の森
復活作戦」をスタートされ、森林整備
に取り組んでこられました。

現在、次の一歩として、木を切った
山に再び苗を植え森林の再生を目指す
「わかばプロジェクト」に取り組んで
おられる森のスペシャリストを取材し
ました。

森
林
を
守
る
活
動
は
地
域
全
体
の
未
来
づ
く
り
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
市
や
議
会
に
は
、
森
に
関
わ
る

人
々
の
想
い
を
つ
な
ぎ
、
長
く
続
け
ら
れ
る
支
援
の

仕
組
み
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。
森
を
想
う
人
の
輪

が
広
が
る
ま
ち
を
、
共
に
育
て
て
い
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
森
林
整
備
を
続
け
な
が
ら
、
手
入
れ

の
難
し
い
奥
山
や
皆か
い
ば
つ伐

放
棄
地
を
中
心
に
再
生
へ
挑

み
ま
す
。
森
林
所
有
者
だ
け
で
な
く
、
森
の
恵
み
を

受
け
る
す
べ
て
の
人
が
関
わ
れ
る
仕
組
み
を
整
え
、

環
境
と
人
が
共
に
育
つ
「
わ
か
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

上段左右・下段左　日吉町佐々江の森林で植林作業をする日吉町森林組合・南丹市立殿田小学校5年生の皆さん
下段右　日吉町森林組合で行われた「わかばプロジェクト」イベント

（
取
材
者
／
吉
田
・
樋
口
）

＊
皆
伐
放
棄
地
と
は

一
定
区
域
の
樹
木
を
す
べ
て
伐
採
し
た
あ
と
、

そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
土
地
の
こ
と
。
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Pick Up!

1

8年7月分（6月使用料）から上下水道料金が約20％引き上げら
れます。

激変緩和措置として9年7月に従量料金の改定を行います。

上下水道料金の改定

上水道

旧農村田園文化コミュニティセンター

船岡地区及び旧農村田園文化コミュニティセンター地区における
規制内容を規定するものです。

南丹市地区計画区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正
Pick Up!

4

改修工事中の八木支所

高騰する燃料代

老朽化した八木支所の改修工事を行います。
屋根改修工事：8419万円、監理業務：392万円、外壁タイル改

修工事：1210万円

市役所八木支所改修工事
Pick Up!

5

7年12月16日に国の「総合経済対策」に係る補正予算が成立し、
追加された「重点支援地方交付金」を活用し、物価高騰の影響を受
けている市民や事業者に対する支援を行います。
・物価高騰対応重点支援事業：4億6501万2千円
　市民1人当たり1万円の「物価高騰対応生活支援商品券」の交付、
　福祉事業所等への支援など
・物価高対応子育て応援手当支給事業：8166万8千円
　0歳から高校3年生までの児童等1人当たり2万円の「物価高対応
　子育て応援手当」など

物価高騰対応重点支援事業
Pick Up!

6

9月議会において可決した「国の新しい地方経済・生活環境創生
交付金（第2世代交付金）」を活用した事業「環境計画推進事業」
5億3443万6千円に関し、事業名を「サステナ・リビング構想事
業」とし、選定事業者による負担金5億2933万6千円を加え、事業
費総額を10億6377万2千円に増額します。

内訳は、サステナ・リビング構想事業委託料：10億5867万2千
円、地域おこし会社出資金：510万円
１．地域資源の活用事業：チップ工場建設、大型蓄電池の設置、
　　AIを活用したスマート農業など
２．まちの賑わい創出事業の拠点整備事業：トレーラーハウスの導
　　入、EVステーションの設置、イルミネーションの整備など

サステナ・リビング構想事業
Pick Up!

7

木質チップ

人事院勧告に基づき、国に準じた改定を行います。
会計年度任用職員報酬の見直し、特別職員の期末手当の支給率の

改定、一般職員の給料表、期末勤勉手当の支給率等の改定、市営バ
ス会計年度任用職員の給料表の見直し等です。

職員の給与に関する条例の一部改正ほか
Pick Up!

8

園部インターチェンジ付近

Pick Up!

2

園部インターチェンジ北地区産業団地整備事業包括的業務委託契
約を締結します。

契約の方法：随意契約（プロポーザル方式による選考）
契約金額：19億9529万円

園部インターチェンジ北地区に企業誘致

Pick Up!

3

給食配送車2台を購入します。
取得金額：2106万600円

学校給食共同調理場配送車の購入

12月議会では
こんなことが
決まりました

議会が注目した主な事業

◆  議案・・・・・・ 48件

会期　11 月 26 日〜 12 月 22 日

今号では、この中から次の
8つをピックアップします。
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文
教
厚
生 

常
任
委
員
会

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
負
担
金
に

つ
い
て

条
例
改
正
に
よ
り
、
所
得
税
額

が
６
万
５
千
円
以
上
の
世
帯
が
負

担
金
引
き
上
げ
の
対
象
に
な
る
の

か
。低

所
得
世
帯
に
過
度
な
負
担
を

求
め
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と

の
結
論
に
至
り
、
今
回
に
つ
い
て

は
、
所
得
階
層
の
比
較
的
高
い
、

所
得
税
額
が
６
万
５
千
円
を
超
え

る
世
帯
が
負
担
増
に
な
る
。

サ
ス
テ
ナ
・
リ
ビ
ン
グ
構
想
事
業

に
つ
い
て

民
間
事
業
者
か
ら
一
旦
納
付
を

受
け
る
負
担
金
の
考
え
方
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
説
明
さ
れ
て
い
る

ス
キ
ー
ム
で
問
題
な
い
か
。
内
閣

府
に
確
認
し
た
の
か
。

内
閣
府
は
「
民
間
負
担
50
％
で

申
請
採
択
を
い
た
だ
い
て
い
る
た

め
、
民
間
負
担
50
％
で
も
問
題
な

い
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。
」
と

の
こ
と
で
あ
り
、
問
題
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

学
校
給
食
調
理
場
配
送
車
の
購
入

に
つ
い
て

入
札
指
名
業
者
は
何
者
あ
っ
た

か
、
ま
た
購
入
す
る
２
台
の
納
入

先
は
。

　
者
が
指
名
さ
れ
た
。
購
入
か

ら
23
年
経
過
し
て
い
る
八
木
調
理

場
の
配
送
車
を
買
い
替
え
、
も
う

一
台
は
建
設
中
の
新
調
理
場
で
の

使
用
を
計
画
し
て
い
る
が
八
木
調

理
場
の
予
備
と
し
て
の
使
用
も
想

定
し
て
い
る
。

放課後児童クラブ施設

産
業
建
設 

常
任
委
員
会

今
回
は
20
％
だ
が
、
５
年
先
送

り
し
た
場
合
約
35
％
、
10
年
先
送

り
し
た
場
合
約
55
％
値
上
げ
を
し

な
い
と
い
け
な
い
。
先
送
り
す
る

ほ
ど
負
担
が
増
え
る
。

資
金
が
あ
る
の
に
な
ぜ
値
上
げ

す
る
の
か
と
誤
解
さ
れ
な
い
か
。

内
容
を
詳
細
に
広
報
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

市
民
へ
の
説
明
方
法
は
。

半
年
間
の
周
知
期
間
を
設
け
、

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
で
写

真
や
イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
た
分
か
り

や
す
い
説
明
を
行
う
。

上下水道事業審議会

上
下
水
道
料
金
値
上
げ
の
是
非

上
下
水
道
事
業
は
な
ぜ
独
立
採

算
制
な
の
か
。

地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
き
、 

経
済
性
を
発
揮
す
る
こ
と
、 

そ

し
て
公
営
企
業
の
経
営
に
当
た
っ

て
の
留
意
事
項
と
し
て
中
長
期
的

な
経
営
戦
略
を
立
て
る
こ
と
、 

将
来
の
更
新
投
資
を
見
据
え
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
独
立
採

算
制
が
基
本
原
則
と
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
20
年
間
、
料
金
改
定
が
で

き
な
か
っ
た
の
か
。

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
旧
上
水

道
と
旧
簡
易
水
道
を
事
業
統
合
す

る
際
の
審
議
会
に
お
い
て
料
金
体

系
統
一
の
議
論
が
さ
れ
た
結
果
見

送
る
こ
と
と
な
っ
た
経
過
が
あ
り
、

そ
の
体
系
を
維
持
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
に
依
存
し
た
甘
い
見
通
し
が

あ
っ
た
こ
と
も
否
め
な
い
。

今
、
料
金
改
定
し
な
け
れ
ば
ど

う
な
る
か
。

期
間
は
２
年
で
、
前
回
と
同
じ
で

あ
る
。

７
年
度
南
丹
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

国
庫
補
助
金
の
新
し
い
地
方
経

済
・
生
活
環
境
創
生
交
付
金
２
億

２
４
２
６
万
５
千
円
の
内
容
は
。

こ
の
補
助
金
は
、
当
初
予
算
で

計
上
し
て
い
る
園
部
町
城
南
町
と

木
崎
町
の
ふ
れ
あ
い
広
場
と
京
都

銀
行
横
の
多
目
的
広
場
の
整
備
事

業
の
財
源
と
し
て
交
付
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

指定管理施設（スプリングスひよし）

南
丹
市
公
の
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

公
共
施
設
の
統
廃
合
が
言
わ
れ

て
い
る
中
、
な
ぜ
今
、
「
す
ぱ
ー

く
園
部
」
を
受
け
入
れ
る
の
か
。

公
益
財
団
法
人
Ｎ
Ｋ
Ｐ
福
祉
財

団
で
の
管
理
は
厳
し
い
の
で
、
市

へ
移
管
し
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
、

今
回
、
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
に
合
わ

せ
て
移
管
手
続
き
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

（
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ひ
よ
し
）

指
定
管
理
料
と
指
定
期
間
は
。

「
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ひ
よ
し
」
の

指
定
管
理
期
間
が
、
７
年
度
末
を

も
っ
て
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

８
年
度
か
ら
２
年
間
の
指
定
管
理

者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
現
指
定

管
理
者
か
ら
応
募
が
あ
り
、
選

考
結
果
に
基
づ
き
、
株
式
会
社

ケ
ー
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
に
指
定
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
指
定
管
理

料
は
４
６
２
０
万
円
で
あ
り
指
定

総
務 

常
任
委
員
会

傍聴していただくことが可能ですので、傍聴受付票に氏名等
の記入をお願いします。

また、より多くの皆さんに市政や議会活動を身近に感じてい
ただけるよう「南丹市議会YouTubeチャンネル」を開設しま
した。

本チャンネルでは、常任委員会をはじめとした議会活動の様
子をわかりやすくお届けする予定をしていますので、ぜひチャ
ンネル登録をお願いします。

※本映像及び音声は南丹市議会の公式記録ではありません。

▲
南丹市議会
YouTube
チャンネル
はこちら
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〈主な質疑のみ掲載しています。〉

常任委員会では、
こんな議論になりました

常任委員会を見たい場合はどう
したらいいの？



小林　　毅 議員

山下　秋則 議員

反　対

反　対

日本共産党議員団

つなぐ

①いま、政治の最優先事項は物価高騰対策である。上下水道料金の20%もの大幅値上げは間違って
いる。②上下水道とも6年度も黒字で、上水道で24億円、下水道で12億円を超える現金・預金を保
有。料金値上げをしないと経営が破綻するようなことはない。③上水道料金20%値上げの根拠はあい
まいであり、説得力に欠ける。

上水道において、経費が料金収入を上回る“原価割れ”の解消や老朽化・耐震化対策の必要性は理解
できるが、20億円確保を前提に20％の値上げとする根拠は市民に十分伝わっていない。審議会でも説
明の重要性が指摘されている。拙速な決定は避け、市民との対面での説明を重ね、認識を共有した上
で、次年度以降の実施でも対応可能と考える。

河野　啓介 議員　村　好高 議員

山下　秋則 議員

小林　　毅 議員

反　対賛　成

賛　成

賛　成

日本共産党議員団新誠会

つなぐ

日本共産党議員団

放課後児童クラブの利用料を見直し、所得税額が6万5千円以上の場合は月額6千円と負担増になる中
身であるが、この値上げによる歳入増は160万円と微々たるものであり、一方で物価高騰の折から子育
てに関わる諸経費が高騰していることを考えると賛成できない。

これらの議案は上下水道使用料等を増額し市民の皆さまに負担をお願いする議案である。現在の料金
は合併以来20年間一度も増額改定されていないが人口減少等により財政運営は相当厳しい。保有資金
は合わせて約36億円あるが企業債残高は約170億円である。これ以上料金改定を先送りすれば、経営
破綻に陥り、将来に大きな負担を残すことになる。

本案は、市長提案の補正予算から「サステナ・リビング構想事業」に係る予算を削除するものである。
内閣府の指摘を受け提出された市長提案の補正予算においても市の自主財源の負担は無く、名目や資金
経路を組み替えただけで、交付金制度の趣旨や財務規律に反する疑義が残る。事業者のための事業と
なっていないか強く問われる。修正すべきである。

①選挙前に、27億円余の大型事業を予算化し次の市長の市政執行を縛ってはいけない。②3億円の太
陽光発電の環境への負荷、景観にそぐわない美山等でのイルミネーション、8億円のチップ工場の将来
見通し等、事業内容も問題が多い。③事業スキームも複雑に複雑を重ねており不安が大きい。撤退する
なら契約前の今である。

■ 南丹市放課後児童健全育成事業に関する条例の一部改正

吉田　尋子 議員反　対 つなぐ

水道料金改定は、経営改善や老朽化対策、災害の備えとして必要性は理解できるが、物価高騰下での
実施は市民の理解が得られない。課題や将来像を丁寧に説明し、市民と双方向で意見交換を重ねた上で
判断すべきであり、十分な理解がない現時点での改定には反対である。

■ 南丹市水道事業給水条例の一部改正
■ 南丹市公共下水道使用料条例の一部改正
■ 南丹市農業集落排水使用料条例の一部改正

■ 南丹市上下水道事業分担金等の督促手数料及び延滞金等徴収条例の制定
■ 南丹市上下水道事業手数料徴収条例の制定
■ 南丹市水道施設受益分担金徴収条例の一部改正
■ 南丹市水道事業給水条例の一部改正
■ 南丹市公共下水道条例の一部改正
■ 南丹市公共下水道使用料条例の一部改正
■ 南丹市農業集落排水処理施設条例の一部改正
■ 南丹市農業集落排水使用料条例の一部改正

■ 南丹市水道事業給水条例の一部改正

河野　啓介 議員賛　成 日本共産党議員団

本請願では「上下水道の料金値上げは、市民生活に深刻な影響をもたらす」「現況は料金値上げをし
なくても経営破綻しない」「料金値上げの回避が自治体として求められる」としている。常任委員会で
の審査では、まだ審議が不十分であり、拙速になることなく請願内容に沿って議会としてさらに審議を
尽くすべきである。

■ 上下水道料金値上げの中止を求める請願

■ ７年度一般会計補正予算（第７号）修正案

討 論 議会の討論とは、お互いに議論を交わし合うことではなく、自
らの意見を表明し、賛否の理由を述べることにより自分の意見に
同調することを他の議員に求めることです。

※記事は原則として各議員から提出された原稿を掲載しています。

討論とは？
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会　　派　　名 つなぐ 新誠会 活緑クラブ 日本共産党
議　員　団 公明党 無会派

谷
尻
　
宣
雄

小
中
　
　
昭

吉
田
　
尋
子

山
下
　
秋
則

谷
尻
　
昌
史

前
田
　
義
明

仲
村
　
　
学

村
　
好
高

堤
　
　
博
明

樋
口
　
浩
之

八
木
　
信
樹

若
井
　
睦
巳

村
山
　
好
明

下
間
　
康
広

小
林
　
　
毅

河
野
　
啓
介

平
田
　
聖
治

木
戸
　
德
吉

塩
貝
　
孝
之

木
村
　
　
裕

南丹市放課後児童健全育成事業に関する条例の一部改正 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ 議
長
の
た
め
、採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ○
南丹市水道事業給水条例の一部改正 可決 ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ×
南丹市公共下水道使用料条例の一部改正 可決 ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ×
南丹市農業集落排水使用料条例の一部改正 可決 ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ×
7年度南丹市一般会計補正予算（第７号）（修正案） 否決 × × ◯ ◯ × ◯ ◯ × ◯ × × × × ◯ ◯ ◯ × ◯ ×
7年度南丹市一般会計補正予算（第７号） 可決 ◯ ◯ × × ◯ × × ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ × ◯
南丹市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
上下水道料金値上げの中止を求める請願書 不採択 × × × × × × × × × × × × × ◯ ◯ × × × ◯

議員名

案件・結果

賛否の分かれた議案等

賛成全員で可決・認定した議案

〈 ○は賛成　×は反対 〉

区分 件　　名 結果

議　案 可　決

同　意

附帯決議 可　決

意見書

美山版の地域包括ケアシステムを推進していただく
「美山四季の里診療所SD」との連携は

　
月
４
日
に
医
療
法
人

社
団
恵
心
会
「
美
山
四
季

の
里
診
療
所
Ｓ
Ｄ
」
が
美

山
町
下
の
旧
美
山
山
村
留

学
セ
ン
タ
ー
跡
地
を
利
用

し
開
院
さ
れ
た
。
当
面
は
、

外
来
診
療
週
１
回
（
火
）
。

今
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
、
訪
問
診
療
、
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
、
訪
問
看
護
等
の

事
業
を
展
開
さ
れ
る
。

今
後
の
美
山
地
域
の
医

療
に
つ
い
て
は
、
人
口
減

少
、
高
齢
化
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
が
、
四
季
の
里

診
療
所
Ｓ
Ｄ
の
誕
生
を
受

け
、
み
や
ま
診
療
所
と
の

連
携
や
、
診
療
所
自
体
の

今
後
の
在
り
方
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

２
つ
の
診
療
所
で
美
山

の
医
療
を
カ
バ
ー
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
も
検
討
し

て
き
た
。
診
療
が
火
曜
日

と
い
う
こ
と
で
、
南
丹
み

や
ま
診
療
所
も
火
曜
日
の

医
師
が
手
薄
な
の
で
、
火

曜
日
に
診
察
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
１
週
間
診
察

を
続
け
る
と
い
う
条
件
が

整
っ
た
。
現
在
進
め
て
い

る
美
山
の
医
療
・
福
祉
・

健
康
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
包
括
的
に
進
め

て
い
く
医
療
の
包
括
活
動

を
進
め
る
の
に
大
き
な
力

と
な
る
。
着
任
さ
れ
る
医

師
は
長
年
僻
地
医
療
で
活

躍
さ
れ
た
方
で
、
み
や
ま

診
療
所
と
の
連
携
を
期
待

し
て
い
る
。

A
Q

「美山四季の里診療所SD」
美山町下に開院

各議員の質問項目は、平成26年第1回定例会分からホー
ムページに掲載しています。
また、動画視聴に加えて平成25年6月定例会以降の本会

議の会議録をインターネットで検索できるシステムを導入
しています。
発言者、会議名、検索用語などを入れていただくと簡単

に検索することができるようになっていますのでぜひご利
用ください。
※市議会ホームページの「会議録検索システム」にアク

　　セスしてください。

議員が今までにどんな一般質問をしているの
か、内容が知りたいのですが…

市議会の 豆ちしき

一般質問
一般質問とは？ 

皆さんの生活にかかわる大切な内容につい
て、議員が市長等に対して質問を行います。
（P11～19の記事は各議員から提出された
原稿を質問順に掲載しています。）

市議会ホームページの「議会映像
配信」にアクセスするか、スマート
フォンやタブレットで各議員のQR
コードを読み取ってご覧ください。

動画視聴できます！

3日間16人の 南丹市上下水道事業分担金等の督促手数料及び延滞金等徴収条例の制定
南丹市上下水道事業手数料徴収条例の制定
南丹市公の施設の設置及び管理に関する条例の一部改正
南丹市福祉医療費の支給に関する条例等の一部改正
南丹市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部改正
南丹市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正
南丹市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
南丹市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
南丹市美山町自然文化村条例の一部改正
南丹市土砂等の埋立て等の規制に関する条例の一部改正
南丹市地区計画区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正
南丹市水道施設受益分担金徴収条例の一部改正
南丹市公共下水道条例の一部改正
南丹市農業集落排水処理施設条例の一部改正
字の区域の変更
園部インターチェンジ北地区産業団地整備事業包括的業務委託契約
7年度南丹市立学校給食共同調理場配送車の購入
土地の無償譲渡
公の施設の指定管理者の指定（スプリングスひよし）
公の施設の指定管理者の指定（南丹市美山かやぶきの里拠点施設）
公の施設の指定管理者の指定（南丹市美山町自然文化村）
公の施設の指定管理者の指定（南丹市美山和泉交差点観光交流広場）
7年度南丹市一般会計補正予算（第5号）
7年度南丹市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）
7年度南丹市介護保険事業特別会計補正予算（第2号）
7年度南丹市土地取得事業特別会計補正予算（第1号）
7年度南丹市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第2号）
7年度南丹市水道事業会計補正予算（第2号）
7年度南丹市下水道事業会計補正予算（第1号）
南丹市会計年度任用職員の報酬、勤務条件等に関する条例の一部改正
南丹市特別職員の給与に関する条例の一部改正
南丹市職員の給与に関する条例の一部改正
南丹市市営バス会計年度任用職員の給与、勤務条件等に関する条例の一部改正
7年度南丹市一般会計補正予算（第6号）
7年度南丹市国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号）
7年度南丹市介護保険事業特別会計補正予算（第3号）
7年度南丹市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第3号）
7年度南丹市水道事業会計補正予算（第3号）
7年度南丹市下水道事業会計補正予算（第2号）
南丹市自治功労者の表彰につき同意を求めること（2件）

南丹市水道事業給水条例の一部改正について・南丹市公共下水道使用料条例の一部改正について・南丹市農業集落排水使用料条例
の一部改正についてに対する附帯決議（案）

国民健康保険財政への国庫負担の増額及び早急な制度改革を求める意見書（案）木
き ど

戸　徳
とくきち

吉  議員公明党

その他の質問
・EPZ内における財政支援制
　度見直しについて
・「合併処理浄化槽」に対す
　る財政支援について
・防犯カメラ設置について
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内閣府の了解を得た。財政が厳しく出せない

11月14日から25日まで営業を休止した

市の財源を一切出さないのは要綱上問題ないか

JA京都の旧田園コミセンでの違法操業の休止は

国
の
交
付
金
の
要
綱
上

の
交
付
対
象
事
業
費
の
考

え
方
は
。

民
間
か
ら
負
担
金
と
し

５
億
円
納
入
さ
れ
る
こ
と

が
前
提
で
、
約
10
億
円
が

交
付
対
象
事
業
費
で
あ
る
。

９
月
議
会
で
は
、
国
か

ら
交
付
金
５
億
円
を
も
ら

い
民
間
事
業
者
に
そ
っ
く

り
交
付
し
、
残
り
５
億
円

は
事
業
者
が
調
達
し
て
合

わ
せ
て
10
億
円
の
事
業
と

の
説
明
で
あ
っ
た
が
。

全
体
の
事
業
に
つ
い
て

は
５
億
円
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

と
し
て
民
間
事
業
者
か
ら

の
負
担
金
を
市
に
入
れ
、

補
助
金
と
し
て
出
し
て
い

く
こ
と
で
進
め
て
よ
い
か
、

京
都
農
協
（
Ｊ
Ａ
京

都
）
本
店
が
、
２
月
か
ら

都
市
計
画
法
に
違
反
し
て

操
業
を
続
け
て
き
た
。
こ

の
間
、
操
業
を
休
止
し
た

と
聞
く
が
ど
う
か
。

　
月
14
日
か
ら
25
日
ま

で
、
Ｊ
Ａ
京
都
は
営
業
を

休
止
し
て
い
る
。

市
政
へ
の
市
民
の
信
頼
を

回
復
し
て
い
く
た
め
に

都
市
計
画
審
議
会
が
地

区
計
画
を
承
認
し
合
法
に

な
っ
た
が
、
附
帯
意
見
で
、

関
係
者
に
法
令
順
守
の
徹

底
を
図
る
よ
う
求
め
て
い

る
。
市
民
の
市
政
へ
の
不

信
を
解
消
し
信
頼
を
回
復

し
て
い
く
た
め
に
は
、
Ｊ

Ａ
京
都
の
い
っ
た
ん
退
去

が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
。

内
閣
府
に
確
認
し
了
解
を

得
た
。
民
間
企
業
が
決
ま

れ
ば
負
担
金
を
徴
収
し
、

市
の
財
源
と
し
て
補
助
金

を
支
出
。
そ
の
時
点
で
Ｐ

Ｆ
Ｉ
が
成
立
し
、
全
体
事

業
費
も
国
の
要
綱
に
従
っ

た
ル
ー
ル
で
成
り
立
つ
と

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
場
合
で
も
市
は
自

主
財
源
を
一
切
出
さ
な
い

の
か
。
内
閣
府
は
、
事
業

者
の
負
担
額
以
上
の
市
の

自
主
財
源
の
措
置
が
必
要

と
し
て
い
る
が
。

市
の
財
政
は
一
般
財
源

を
投
入
し
て
事
業
を
進
め

ら
れ
る
状
況
に
は
な
い
。

見
か
け
上
は
市
か
ら
出
し

た
よ
う
に
見
え
る
予
算
と

な
る
が
、
中
身
的
に
は
自

主
財
源
は
無
い
。

用
途
の
変
更
と
い
う
こ

と
で
、
た
い
へ
ん
短
い
間

の
操
業
停
止
で
あ
っ
た
。

違
法
な
状
態
を
早
く
解
消

し
て
い
く
こ
と
に
精
い
っ

ぱ
い
努
力
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

八
木
町
氷
所
地
内
豚
舎
か

ら
の
し
尿
流
出

豚
舎
か
ら
あ
ふ
れ
出
た

大
量
の
排
せ
つ
物
が
流
入

し
、
隣
接
す
る
屋
敷
が
汚

染
さ
れ
る
事
態
が
長
期
に

わ
た
っ
て
続
い
て
い
る
。

市
・
府
の
指
導
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

環
境
衛
生
に
配
慮
し
た

飼
養
を
行
う
よ
う
、
府
な

ど
と
連
携
し
て
、
今
ま
で

以
上
に
し
っ
か
り
と
指
導

を
し
て
い
き
た
い
。

A

A

Q

Q

サステナ・リビング構想事業の構図

豚舎からのし尿流出の解消を直ちに

知事や国会議員に訴えているがハードルは高い
市街化区域と市街化調整区域の線引き廃止を

建
物
用
途
に
制
限
が
あ

る
市
街
化
調
整
区
域
に
あ

る
旧
農
村
田
園
コ
ミ
セ
ン

を
Ｊ
Ａ
京
都
本
店
が
事
務

所
と
し
て
営
業
し
、
都
市

計
画
法
違
反
状
態
で
あ
っ

た
が
許
可
の
申
請
状
況
は
。

地
区
計
画
を
指
定
し
、

11
月
25
日
付
で
府
の
許
可

が
下
り
た
。
府
に
は
申
請

し
て
か
ら
11
日
間
で
許
可

い
た
だ
い
た
。

本
市
で
は
調
整
区
域
で

の
規
制
緩
和
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
は
集
落
維
持
型
や

旧
小
学
校
跡
地
活
用
で
施

設
利
活
用
型
の
地
区
計
画

を
用
い
て
き
た
。
今
回
、

新
し
い
形
態
で
旧
田
園
コ

ミ
セ
ン
が
指
定
さ
れ
た
。

今
後
、
民
間
事
業
者
が
調

整
区
域
内
の
建
物
を
使
用

す
る
場
合
も
同
様
の
形
態

と
す
る
こ
と
が
可
能
か
。

全
て
地
区
計
画
を
立
て

規
制
緩
和
す
る
も
の
で
は

な
い
。
公
益
性
が
高
い
も

の
が
優
先
さ
れ
る
。

旧
田
園
コ
ミ
セ
ン
の
問

題
で
調
整
区
域
で
の
土
地

利
用
の
厳
し
さ
が
明
確
に

な
っ
た
。
都
市
計
画
審
議

会
で
も
少
子
高
齢
化
が
進

む
本
市
に
お
い
て
線
引
き

が
不
要
と
の
意
見
が
多
く

出
さ
れ
た
。
廃
止
を
強
く

目
指
す
べ
き
で
は
。

以
前
か
ら
知
事
や
国
会

議
員
に
強
く
訴
え
て
い
る

が
近
畿
圏
整
備
法
の
関
係

で
相
当
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

引
き
続
き
要
望
す
る
。

A
Q

その他の質問

地区計画により適法となった旧田園コミセン

何か手を打たないとまちが良くならない
なぜこのタイミングで事業を進めるのか

サ
ス
テ
ナ
・
リ
ビ
ン
グ

構
想
事
業
で
選
定
さ
れ
た

事
業
者
に
は
何
を
求
め
る

の
か
。
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
、
本
市
が
担
う
べ
き

役
割
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

事
業
者
と
の
約
束
づ
く

り
で
、
財
政
的
に
独
立
し

て
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
に

し
た
い
。
そ
の
点
に
つ
い

て
は
本
市
の
実
情
も
説
明

し
、
本
市
と
し
て
負
担
は

負
え
な
い
と
い
う
こ
と
を

絶
え
ず
伝
え
て
い
く
。
一

緒
に
協
力
し
て
取
り
組

む
と
と
も
に
、
本
市
は

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
と
い

う
関
係
で
、
こ
の
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
運
営
会

社
に
も
積
極
的
に
関
わ
り
、

話
し
合
い
を
し
て
い
き
た

い
。事

業
を
進
め
る
上
で
求

め
ら
れ
る
の
は
情
報
の
透

明
化
と
共
有
化
だ
と
思
う
。

こ
の
点
は
ど
う
考
え
る
か
。

事
業
者
も
決
ま
り
事
業

が
動
き
始
め
れ
ば
、
し
っ

か
り
と
し
た
広
報
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
か

ら
の
取
り
組
み
の
中
で
事

業
の
内
容
を
ク
リ
ア
に
し

て
い
き
た
い
。
そ
れ
に
よ

り
市
民
の
理
解
も
深
ま
る

と
考
え
る
。
議
会
も
、
本

市
の
取
り
組
み
を
絶
え
ず

監
視
し
、
質
し
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
。

・サステナ・リビング構想事
　業について

その他の質問
・環境計画推進事業における
　契約行為と議会の議決につ
　いて
・環境計画推進事業で整備す
　る施設の維持管理運営にお
　ける課題について

A
Q

南丹市ホームページより

小
こばやし

林　　毅
つよき

  議員日本共産党議員団

山
やました

下　秋
あきのり

則  議員つなぐ

村　好
よしたか

高  議員新誠会
にしむら

若
わ か い

井　睦
む つ み

巳  議員活緑クラブ
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迅速で確実な伝達のため防災無線等を強化する
クマ出没情報を確実に知らせる多重伝達の強化を

市
内
の
ク
マ
の
出
没
状

況
と
、
増
加
の
要
因
は
。

５
年
25
件
、
６
年
２
４

１
件
と
急
増
し
、
７
年
は

11
月
末
ま
で
で
46
件
と

な
っ
て
お
り
、
特
に
６
年

が
突
出
し
て
多
い
。
府
の

デ
ー
タ
で
は
、
本
市
が
入

る
「
丹
波
ク
マ
個
体
群
」

は
平
成
22
年
約
１
８
０
頭

か
ら
令
和
２
年
約
６
５
０

頭
へ
と
、
10
年
間
で
約
４

倍
に
増
加
し
て
い
る
。

出
没
時
の
市
民
へ
の
広

報
は
。

区
長
に
よ
る
周
知
や
回

覧
、
防
災
無
線
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
加
え
、
緊
急

時
は
防
災
無
線
、
パ
ト

カ
ー
、
広
報
車
な
ど
、
複

数
の
手
段
を
併
用
し
て
情

報
伝
達
を
行
っ
て
い
る
。

学
校
や
教
育
委
員
会
と

の
連
携
、
見
守
り
や
パ
ト

ロ
ー
ル
の
強
化
は
ど
う
か
。

農
山
村
振
興
課
か
ら
出

没
情
報
を
受
け
、
教
育
委

員
会
と
小
中
学
校
が
共
有

し
、
登
下
校
に
影
響
が
あ

る
場
合
は
即
時
連
絡
。
保

護
者
へ
の
注
意
喚
起
を
行

い
、
地
域
や
警
察
と
連
携

し
安
全
確
保
に
努
め
て
い

る
。
見
回
り
伴
走
等
を
実

施
し
て
い
る
。

ク
マ
対
策
と
し
て
里
山

整
備
が
有
効
。
森
林
環
境

譲
与
税
を
利
用
す
る
考
え

は
。平

成
28
年
か
ら
府
民
税

交
付
金
を
活
用
し
里
山
再

生
事
業
を
実
施
。
８
年
度

以
降
は
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
て
継
続
す
る
予

定
。

A
Q

クマ出没注意を呼びかける看板

地域のニーズにあった利活用を検討中
小学校跡施設活用の進捗状況は

旧
摩
気
小
学
校
を
利
活

用
し
て
い
た
だ
く
事
業
者

が
決
定
し
た
後
、
手
続
き

し
て
９
年
度
ま
で
に
完
了

し
、
事
業
者
は
運
営
で
き

る
の
か
。

市
街
化
調
整
区
域
に
立

地
し
て
お
り
、
地
区
計
画

を
策
定
し
都
市
計
画
審
議

会
の
審
議
を
経
て
条
例
化

す
る
必
要
は
あ
る
が
、
手

続
き
を
円
滑
に
進
め
て
い

く
。プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
事
業

者
が
選
定
で
き
な
か
っ
た

場
合
、
施
設
を
ど
の
よ
う

に
管
理
し
て
い
く
の
か
。

事
業
者
が
選
定
で
き
な

い
場
合
は
何
ら
か
の
経
過

措
置
を
設
け
る
。

明
治
国
際
医
療
大
学
の
新

設
学
部
に
つ
い
て

農
学
部
を
新
設
さ
れ
る

が
、
本
市
と
の
連
携
と
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
取

り
組
み
を
提
言
し
て
は
ど

う
か
。

学
部
の
新
設
に
向
け
文

科
省
な
ど
へ
協
力
要
請
す

る
な
ど
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
地
域
資
源

に
つ
い
て
も
活
用
し
て
い

た
だ
く
よ
う
進
め
て
い
る
。

国
の
介
護
保
険
制
度
見
直

し
に
つ
い
て

総
合
事
業
の
見
直
し
に

つ
い
て
本
市
の
認
識
は
。

財
政
状
況
の
厳
し
い
本

市
と
し
て
、
負
担
増
に
な

ら
な
い
よ
う
働
き
か
け
、

注
視
し
て
い
る
。

A
Q

期待される旧摩気小学校

堤
つつみ

　　博
ひろあき

明  議員新誠会

市民の皆さんのご意見があれば検討する
合併の解消も視野に入れて考えてみては

過
去
の
市
長
答
弁
で

は
、
合
併
に
対
し
「
財
政

的
に
弱
い
ま
ち
が
集
ま
っ

て
も
厳
し
い
」
「
面
積
は

小
さ
な
自
治
体
の
ほ
う
が

良
い
」
「
多
く
の
施
設
と

い
う
荷
物
が
重
過
ぎ
る
」

「
生
き
残
っ
て
い
く
だ
け

で
新
し
い
施
策
を
や
っ
て

い
く
ゆ
と
り
が
な
い
」

な
ど
、
一
貫
し
て
批
判
が

あ
っ
た
。
一
方
で
「
合
併

が
成
功
で
あ
っ
た
と
思
え

る
よ
う
に
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
も
し

て
い
る
。

こ
の
両
者
の
間
に
は
明

確
な
矛
盾
が
あ
る
。
財
政

運
営
、
施
設
の
管
理
運
営
、

広
大
な
市
域
か
ら
の
各
種

要
望
、
地
理
的
な
気
候
条

件
の
違
い
な
ど
、
合
併
し

て
い
な
け
れ
ば
こ
ん
な
苦

労
は
な
か
っ
た
。
こ
の
際
、

合
併
の
解
消
も
視
野
に
入

れ
て
は
。

そ
も
そ
も
合
併
に
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
は
あ
る
が
、

南
丹
市
と
い
う
新
し
い
ま

ち
が
生
ま
れ
た
の
は
事
実
。

20
周
年
を
迎
え
る
今
の
時

点
で
合
併
解
消
と
い
う
の

は
無
理
が
あ
る
。
む
し
ろ

非
常
に
大
き
く
な
っ
た
ま

ち
を
運
営
し
て
い
く
た
め

に
、
国
な
ど
へ
の
施
策
の

展
開
を
要
望
を
し
て
い
く

こ
と
も
含
め
、
こ
れ
か
ら

も
維
持
発
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
今
の
基
軸
。

合
併
解
消
は
、
全
て
の

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

で
あ
れ
ば
検
討
す
る
が
、

そ
こ
ま
で
の
意
見
は
な
い
。

・合併の評価に関して
・現在の北陸新幹線延伸計画
　に明確に反対を

A
Q

その他の質問

地域の特性を生かす自治体を

有効な活用については引き続き検討したい
郵便局を行政の窓口として積極活用すべきでは

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
業
務
や
各
種
証
明
書

発
行
等
を
郵
便
局
へ
業
務

委
託
す
る
考
え
は
な
い
か
。

現
時
点
で
郵
便
局
で
の

新
規
実
施
予
定
は
な
い
が
、

今
後
も
他
自
治
体
の
動
向

を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

サ
ス
テ
ナ
・
リ
ビ
ン
グ
事

業
は
本
市
に
必
要
か

市
民
が
求
め
て
い
る
事

業
な
の
か
疑
問
で
あ
る
。

現
時
点
の
進
捗
状
況
は
。

優
先
交
渉
権
者
が
決
定

し
、
今
後
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
正

式
手
続
き
を
進
め
る
段
階
。

白
紙
撤
回
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、
市
民
の
た
め
に

な
る
事
業
と
し
て
進
め
る
。

９
月
議
会
時
点
と
事
業

ス
キ
ー
ム
が
変
わ
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

９
月
議
会
で
は
詳
細
な

資
金
の
流
れ
よ
り
も
、
市

の
財
政
負
担
が
生
じ
な
い

点
を
説
明
し
た
。
表
現
は

多
少
変
わ
っ
て
い
る
が
、

大
き
な
流
れ
は
突
然
変

わ
っ
た
認
識
は
な
い
。

業
者
か
ら
い
っ
た
ん
負

担
金
と
し
て
市
に
入
れ
る

説
明
は
受
け
て
い
な
い
。

説
明
し
た
つ
も
り
だ
っ
た

と
い
う
認
識
か
。

Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
金
融
機
関
融

資
と
合
わ
せ
て
事
業
を
進

め
る
と
説
明
を
し
た
。
誤

解
を
招
い
た
な
ら
説
明
が

悪
く
申
し
訳
な
か
っ
た
。

資
料
は
全
て
庁
内
で
担

当
課
に
よ
る
作
成
か
。

全
て
担
当
課
で
作
成
し
、

事
業
者
の
関
わ
り
は
無
い
。

・市民意識調査の活用につい
　て

・市民への広報と、広聴につ
　いて

A
Q

その他の質問その他の質問

総額約27億円の大型事業内容

塩
しおがい

貝　孝
たかゆき

之  議員無会派

河
こ う の

野　啓
けいすけ

介  議員日本共産党議員団

吉
よし

田
だ

　尋
ひ ろ こ

子  議員つなぐ
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・大型事業について
・全国都市緑化フェアin京都
　丹波について

その他の質問

地域人材と成功事例を結ぶ取り組み強化である
本市の地域維持・活性に重視すべきものは何か

地
域
を
維
持
・
活
性
し

て
い
く
に
は
住
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
が
重

要
。
周
辺
地
域
で
の
移
動

販
売
や
巡
回
医
療
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

採
算
性
な
ど
課
題
は
あ

る
が
、
商
工
会
と
の
連
携

や
リ
モ
ー
ト
診
療
と
い
っ

た
事
例
も
調
査
し
、
つ

く
っ
て
い
く
努
力
の
積
み

上
げ
が
非
常
に
大
切
で
あ

る
。活

発
に
活
動
さ
れ
て
い

る
地
域
の
方
々
が
い
る
。

市
全
域
で
の
人
を
繋
げ
る

事
業
を
展
開
す
べ
き
で
は
。

イ
ベ
ン
ト
的
な
繋
が
り

で
は
な
く
ま
ち
づ
く
り
マ

イ
ス
タ
ー
的
な
人
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
、
全
体

に
波
及
す
る
よ
う
な
場
を

考
え
て
い
き
た
い
。

今
後
の
林
業
振
興

現
状
は
。

４
つ
の
組
合
が
主
と
な

り
施
業
い
た
だ
い
て
お
り
、

統
合
も
含
め
今
後
の
話
し

合
い
と
な
っ
て
い
る
。

相
互
理
解
を
し
な
が
ら
、

個
人
・
民
間
と
の
研
修
受

け
入
れ
制
度
な
ど
の
検
討

を
し
、
誰
も
が
参
画
し
や

す
い
業
態
連
携
を
構
築
す

べ
き
で
は
。

他
市
の
例
も
参
考
に
し

な
が
ら
林
業
を
元
気
に
し

て
い
く
取
り
組
み
を
、
皆

さ
ん
の
知
恵
を
借
り
な
が

ら
見
い
出
し
て
い
き
た
い
。

A
Q

活用するべき本市の豊富な森林資源

地元の皆さまと一緒に課題に向き合い進めていく
土地改良事業に対する市の支援の考えは

八
木
町
西
田
前
島
地
区

に
お
い
て
取
り
組
ま
れ
て

い
る
農
地
中
間
管
理
機
構

関
連
農
地
整
備
事
業
に
対

す
る
市
の
支
援
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
は
。

こ
の
要
件
を
達
成
す
る

と
い
う
こ
と
は
決
し
て
楽

な
こ
と
で
は
な
い
。
担
い

手
の
集
積
を
し
っ
か
り
行

い
、
一
定
の
近
い
場
所
に

一
団
の
農
地
を
集
め
て
生

産
性
を
上
げ
て
い
く
こ
と

が
非
常
に
大
切
で
あ
る
。

ま
た
、
収
益
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な

作
物
を
作
る
か
と
い
う
こ

と
が
課
題
で
あ
る
と
考
え

る
。高

収
益
を
上
げ
て
い
る

農
業
地
帯
で
は
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
観
光
農

業
と
い
う
有
効
な
方
法
を

採
用
さ
れ
て
い
る
。
売
る

場
所
と
し
て
直
販
所
を
併

設
し
た
り
、
事
業
推
進
の

た
め
に
地
元
で
計
画
さ
れ

た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
、
府
・
地
元
を
含
め
た

関
係
者
と
密
な
協
議
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
。そ

の
中
で
の
課
題
を
克

服
し
て
い
く
た
め
に
、
市

と
し
て
の
支
援
を
計
画
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。
今

後
、
市
と
し
て
も
地
元
の

皆
さ
ま
と
一
緒
に
な
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
向
き

合
い
、
進
め
て
い
く
思
い

で
あ
る
。

A
Q

地域農業の再構築と持続的発展を目指して

地域防災計画等に基づいてしっかり取り組む
冬期を迎え本市の豪雪対応・備えは

雪
に
よ
る
倒
木
対
策
は
。

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の

通
報
連
絡
等
に
よ
り
、
職

員
や
維
持
管
理
業
者
へ
対

応
を
依
頼
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
電
柱
の
所

有
者
で
あ
る
関
西
電
力
と

は
、
豪
雪
時
の
協
定
を
結

び
、
迅
速
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

る
。地

域
で
対
応
し
て
い
る

除
雪
作
業
の
課
題
認
識
は
。

高
齢
化
、
ト
ラ
ク
タ
ー

の
老
朽
化
等
の
課
題
が
あ

る
が
、
皆
さ
ま
に
は
引
き

続
き
お
世
話
に
な
り
た
い
。

豪
雪
時
の
停
電
対
策
、

関
係
機
関
と
の
連
携
は
。

過
去
の
ケ
ー
ス
を
踏
ま

え
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
電

気
事
業
者
と
確
認
し
合
っ

て
い
る
。

小
中
学
校
の
通
学
時
の
ク

マ
対
策
は

胡
麻
郷
小
学
校
の
ク
マ

対
策
の
状
況
及
び
他
の
学

校
の
安
全
対
策
は
。

殿
田
小
・
中
学
校
は
市

営
バ
ス
の
経
路
沿
い
で
あ

り
生
徒
を
乗
せ
る
こ
と
が

可
能
で
あ
っ
た
が
、
他
の

地
域
は
バ
ス
乗
車
に
切
り

替
え
る
こ
と
は
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。
そ
の
場
に
応

じ
て
知
恵
を
絞
り
対
応
し

て
い
き
た
い
。

・大規模地震に対する備えに
　ついて
・防災無線について
・獣害防止対策について
・過疎・地域維持支援につい
　て

A
Q

その他の質問

雪による道路への危険木

現在、市街化編入を目指して取り組んでいる
本市で大きく進んでいる事業の状況は

現
在
、
新
た
な
産
業
用

地
の
拡
張
の
状
況
は
。

新
光
悦
村
工
業
団
地
が

ほ
ぼ
全
て
売
り
切
れ
た
が
、

問
い
合
わ
せ
は
ま
だ
続
い

て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
度

に
用
地
取
得
し
た
Ｋ
Ｐ
Ｃ

グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
地
域
を

で
き
る
だ
け
早
く
整
備
す

べ
く
事
業
の
計
画
を
進
め

て
い
る
。
既
に
新
光
悦
村

の
誘
致
企
業
ら
の
ニ
ー
ズ

が
非
常
に
あ
り
、
関
連
企

業
等
も
含
め
て
進
出
を
し

て
い
く
こ
と
で
、
用
地
の

確
保
と
と
も
に
本
年
度
か

ら
整
備
計
画
の
策
定
を
進

め
て
い
る
。

一
方
で
、
八
木
や
園
部

で
は
民
間
に
よ
る
開
発
が

進
ん
で
き
つ
つ
あ
る
。
企

業
の
立
地
ニ
ー
ズ
は
極
め

て
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要
で
、

地
域
間
の
競
争
に
負
け
な

い
よ
う
円
滑
に
実
効
性
の

あ
る
取
り
組
み
に
な
る
よ

う
地
元
協
力
も
得
て
進
め

て
い
き
た
い
。

本
市
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
は

第
51
回
全
日
本
愛
瓢
会

（
京
都
府
南
丹
市
大
会
）

展
示
会
の
取
り
組
み
は
。

８
年
秋
に
開
催
さ
れ
る

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
in

京
都
丹
波
は
全
国
レ
ベ
ル

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
大

き
な
事
業
が
続
き
本
市
を

Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
で
、

都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
で
き

得
る
支
援
を
行
い
た
い
。

A
Q

全日本愛瓢会京都支部
（南丹・瓢丹・愛丹会）

谷
たにじり

尻　宣
の ぶ お

雄  議員つなぐ

下
しもつま

間　康
やすひろ

広  議員活緑クラブ 前
ま え だ

田　義
よしあき

明  議員新誠会

村
むらやま

山　好
よしあき

明  議員活緑クラブ
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しっかり確認して柔軟に考える
クマが目撃されれば防災無線で放送を

東
北
地
方
を
中
心
に
ク

マ
被
害
が
多
発
し
て
い
る
。

本
市
で
も
多
数
の
目
撃
情

報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

防
災
無
線
で
の
放
送
や
緊

急
銃
猟
訓
練
が
必
要
で
は
。

人
身
事
故
に
な
る
可
能

性
が
高
い
場
合
は
幾
つ
か

の
方
法
で
情
報
を
流
し
て

い
る
。
今
後
も
十
分
状
況

を
確
認
し
た
上
で
伝
え
る
。

緊
急
銃
猟
は
管
内
の
ク
マ

対
策
会
議
で
協
議
し
て
い

る
。Ｊ

Ｒ
広
野
踏
切
付
近

で
も
ク
マ
が
目
撃
さ
れ

ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
。
胡

麻
郷
小
学
校
で
も
他
と
同

様
に
バ
ス
通
学
へ
の
切
り

替
え
な
ど
安
全
措
置
が
必

要
で
は
。

バ
ス
で
全
て
の
地
域
を

対
応
す
る
の
は
難
し
い
。

爆
竹
や
パ
ト
ロ
ー
ル
で
、

で
き
る
だ
け
安
全
確
保
す

る
。

      

市
民
が
望
む
生
活
支
援
策

を
政
府
は
お
こ
め
券
の
配

布
を
推
奨
し
て
い
る
が
、

金
券
に
は
商
品
券
な
ど
数

種
類
が
あ
る
。
市
民
ニ
ー

ズ
に
合
致
す
る
支
援
が
望

ま
れ
る
と
考
え
る
が
。

お
こ
め
券
は
賛
成
し
て

い
な
い
。
手
数
料
が
発
生

す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

た
い
へ
ん
な
手
間
が
か
か

る
の
で
国
に
は
考
慮
し
て

ほ
し
い
。

A
Q

新たなステージをつくりたい
持続可能な中学校部活動体制の構築を

本
市
の
中
学
校
部
活
動

は
、
教
員
の
長
時
間
勤
務

や
顧
問
確
保
、
生
徒
数
の

減
少
に
よ
り
、
学
校
だ
け

で
支
え
る
体
制
の
維
持
が

厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
で

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
よ

り
協
力
の
申
し
出
を
い
た

だ
い
た
。
生
徒
の
運
動
機

会
を
守
り
つ
つ
、
部
活
動

の
今
後
を
ど
う
描
く
の
か
、

教
育
長
の
見
解
は
。

地
域
ス
ポ
ー
ツ
団
体
か

ら
の
協
力
の
申
し
出
を
大

変
心
強
く
、
あ
り
が
た
い

も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。

競
技
力
向
上
を
目
指
す
子

ど
も
と
、
楽
し
み
な
が
ら

続
け
た
い
子
ど
も
の
双
方

を
大
切
に
し
、
子
ど
も
目

線
を
基
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ

に
応
じ
た
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
を
つ
く
り
た
い
。

南
丹
市
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の

再
構
築
を

本
市
に
は
美
山
・
園

部
・
八
木
・
日
吉
な
ど
多

様
な
観
光
資
源
が
あ
る
が
、

そ
の
魅
力
を
生
か
す
に
は

市
民
・
事
業
者
・
行
政
が

共
通
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
つ
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。
施
策
が
点
に
と
ど
ま

ら
ぬ
よ
う
、
10
年
後
、
20

年
後
を
見
据
え
た
観
光
の

目
的
と
方
向
性
を
ど
う
明

確
化
し
て
い
く
の
か
、
市

長
の
見
解
は
。

組
織
と
し
て
一
本
化
は

で
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
の

課
題
の
ほ
う
が
大
き
い
。

A
Q

部活動地域移行

地域資源の活性化と本市の強みに生かしていく
国・府や民間の投資等をどう生かしていくのか

限
ら
れ
た
財
政
下
で
多

様
な
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
国
・
府
の
支
援
や
民

間
の
投
資
を
本
市
発
展
に

つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
近
隣
市
町
と
の
広
域

連
携
も
踏
ま
え
た
今
後
の

施
策
展
開
の
在
り
方
は
。

人
口
減
少
に
よ
り
財
政

や
社
会
基
盤
の
維
持
が
難

し
く
な
る
中
、
国
・
府
の

支
援
や
広
域
連
携
、
民
間

投
資
を
積
極
的
に
活
用
し
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
活

性
化
と
、
食
や
自
然
・
文

化
な
ど
本
市
の
強
み
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
。

住
民
や
利
用
者
の
声
を
踏

ま
え
た
交
通
安
全
対
策
を

八
木
大
薮
環
状
交
差
点

か
ら
病
院
ま
で
は
た
い
へ

ん
狭き
ょ
う

隘あ
い
で
あ
り
、
警
察
等

と
連
携
し
た
安
全
対
策
が

必
要
で
あ
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

要
望
を
踏
ま
え
た
今
後
の

対
応
は
。

本
市
で
は
、
通
学
路
安

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
点

検
と
対
策
を
実
施
し
て
い

る
。
八
木
大
薮
線
で
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
要
望
を
受
け
、
現

地
確
認
を
行
っ
た
。
狭き
ょ
う
さ
く窄

ポ
ー
ル
の
設
置
等
に
つ
い

て
は
、
住
民
と
合
意
形
成

が
で
き
次
第
、
実
施
す
る
。

今
後
も
安
心
な
通
学
環
境

づ
く
り
に
向
け
て
、
地
域

と
協
力
し
て
進
め
る
。

A
Q

・八木町鹿草交差点の交通安
　全対策について
・八木町本町６丁目から本郷
　間の道路整備について
・JR八木駅東口周辺整備に
　ついて

・まちづくり基本条例につい
　て

・ＡＥＤについて
・自転車の青切符制度につい
　て

その他の質問 その他の質問

その他の質問

クマが目撃された広野踏切（胡麻）

樋
ひ ぐ ち

口　浩
ひろゆき

之  議員新誠会

八木中学校前の狭隘な道路

仲
なかむら

村　　学
まなぶ

  議員新誠会

八
や ぎ

木　信
の ぶ き

樹  議員活緑クラブ

会
派
異
動
が
あ
り
ま
し
た

次
の
方
の
表
彰
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

南
丹
市
表
彰
条
例
第
３
条
第
１
項
第
４
号
（
15
年
以
上
監
査
委
員
の
職
に

あ
っ
た
者
）
該
当

川
　
通
夫

南
丹
市
表
彰
条
例
第
３
条
第
１
項
第
４
号
（
15
年
以
上
公
平
委
員
の
職
に

あ
っ
た
者
）
該
当

八
田　
敦
子

請

願

書

上
下
水
道
料
金
値
上
げ
の
中
止
を
求
め
る
請
願

　
【
提
出
者
】

　
　
南
丹
市
の
上
下
水
道
料
金
値
上
げ
の
中
止
を
求
め
る
会　
　
　
　
　

代
表　
佐
々
江　
和
浩

他
２
１
９
２
名

　
【
請
願
の
趣
旨
】

８
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
上
水
道
料
金
、
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
の

中
止
を
求
め
る
。

　
【
結
果
】
不
採
択 南

丹
市
自
治
功
労
者
の
表
彰

　
10
月
31
日
付
け
で
、
新
風
会
が
解
散
し
、
所
属
し
て
い
た
次
の
議
員
は
、
そ
れ

ぞ
れ
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
と
な
り
ま
し
た
。

木
村　
　
裕　
議
員

塩
貝　
孝
之　
議
員
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委
員
会
活
動
報
告

開
催
日　
11
月
12
日

調
査
項
目

・
新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境

　
創
生
交
付
金
に
つ
い
て

調
査
報
告

同
交
付
金
を
活
用
し
た
「
サ
ス

テ
ナ
・
リ
ビ
ン
グ
構
想
事
業
」
の

目
的
や
進
め
方
、
財
政
面
の
考
え

方
を
確
認
し
ま
し
た
。
委
員
か
ら

は
、
構
想
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
不
明
瞭

な
点
や
、
事
業
収
支
・
効
果
を
示

す
数
値
目
標
の
必
要
性
、
議
会
や

市
民
へ
の
情
報
公
開
の
在
り
方
に

つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
理

解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
よ
り
丁
寧

な
説
明
と
検
証
を
求
め
ま
し
た
。

開
催
日　
12
月
９
日

調
査
項
目

・
本
市
国
保
財
政
の
現
状
に
つ
い

　
て

調
査
報
告

国
保
の
加
入
者
数
は
年
々
減
少

す
る
一
方
で
医
療
費
は
高
止
ま
り

し
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
運
営
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
府
が
算

定
す
る
納
付
金
の
急
激
な
引
き

上
げ
に
対
し
基
金
で
対
応
し
た

結
果
、
基
金
残
高
は
現
在
、
約

１
億
１
１
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
、
府
内
で
の
保
険
料

水
準
の
統
一
や
８
年
度
か
ら
始
ま

る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制

度
」
の
影
響
も
見
込
ま
れ
、
安
定

的
な
財
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
、

国
庫
負
担
の
増
額
と
早
急
な
制
度

改
革
を
求
め
て
、
委
員
会
か
ら
意

見
書
案
を
提
出
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

国保財政について調査

文
教
厚
生 

常
任
委
員
会
　
所
管
事
務
事
業
調
査

に
つ
い
て
は
、
業
務
の
合
理
化
が

必
要
と
思
わ
れ
、
今
後
、
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
導
入
も
含
め
、
研
究
を

進
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
調
査
に
際
し
て
提
出
さ

れ
た
資
料
で
は
、
１
０
０
円
の
収

入
を
得
る
た
め
に
何
円
か
か
る
か

を
判
断
す
る
営
業
係
数
に
つ
い
て
、

路
線
ご
と
の
費
用
対
効
果
等
を
検

討
す
る
に
は
不
安
定
さ
が
あ
り
、

路
線
ご
と
に
運
賃
収
入
や
補
助
金

等
の
扱
い
が
さ
ま
ざ
ま
で
、
一
律

に
で
き
な
い
こ
と
は
理
解
で
き
る

も
の
の
、
今
後
、
客
観
的
に
判
断

で
き
る
指
標
等
の
算
定
が
望
ま
し

い
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

開
催
日　
11
月
13
日

テ
ー
マ　
交
通
対
策
に
つ
い
て

調
査
項
目

・
南
丹
市
地
域
公
共
交
通
計
画

　
の
概
要
と
進
捗
状
況

・
バ
ス
運
行
事
業
の
状
況
（
収
支

　
面
を
含
む
）

・
今
後
の
市
内
の
交
通
対
策
の
方

　
向
性
、取
り
組
む
べ
き
課
題
な
ど

調
査
報
告

南
丹
市
地
域
公
共
交
通
計
画
の

概
要
と
計
画
の
進
捗
及
び
バ
ス
運

行
事
業
の
収
支
面
を
含
め
た
状
況

並
び
に
今
後
の
市
内
の
交
通
対
策

の
方
向
性
、
取
り
組
む
べ
き
課
題

な
ど
に
つ
い
て
、
所
管
事
務
事
業

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
と
し
て
一
致
し
た
意
見

は
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
予
約
受
付
セ

ン
タ
ー
業
務
に
つ
い
て
、
事
業
者

数
や
地
域
ご
と
の
実
情
は
理
解
す

る
も
の
の
、
予
約
受
付
セ
ン
タ
ー

総
務 

常
任
委
員
会
　
所
管
事
務
事
業
調
査

地域公共交通計画

　
11
月
２
日
、
美
山
町
の
道
の
駅
「
美

山
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
会
場
に
開
催
さ

れ
た
「
美
山
ふ
れ
あ
い
マ
ル
シ
ェ
」

で
、
９
回
目
と
な
る
「
出
前
で
お
し
ゃ

べ
り
青
空
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
盛
況
の
な

か
青
空
議
会
ブ
ー
ス
に
も
多
く
の
方
に

訪
れ
て
い
た
だ
き
、
貴
重
な
意
見
を
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
青
空
議
会
の
た
め

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
方
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
機
会
の
大
切
さ

を
再
認
識
し
た
次
第
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
意
見
は
各
常
任

委
員
会
で
協
議
、
検
討
を
し
て
い
き
ま

す
。

「
出
前
で
お
し
ゃ
べ
り
青
空
議
会
」

を
開
催
し
ま
し
た

美山ふれあいマルシェの
会場で開催した青空議会

広聴活動で寄せられた意見から一部を抜粋してお知らせします

●移住者支援はあるが、現在住んでいる人への支援がない。
●古い建物が放置されている。撤去のためのルール作りを。
●子どもが少なく進学へのロールモデルがない。
●新しい地方経済・生活環境創生交付金について、市民にも考える時間と情報がほしい。
●観光に対する支援を。
●鳥獣害対策をもっと進めてほしい。

広聴活動についても、各種媒体を使ったインターネットでの公開配信や、さまざまな世
代が興味を持てるような取り組みの模索をしてほしいなどの意見も頂きました。
※その他の意見は、後日、南丹市議会ホームページに掲載します。

11月15・16・18・20日の各日、市内４箇所（市役所３号庁舎・美山文化ホール・ｉスタやぎ・
胡麻基幹集落センター）で「議会報告会」を開催し、６年度決算や賛否の分かれた一般会計補正予算
などの審議の状況を報告しました。

報告会では、議長から６、９月の定例会報告を、続いて決算特別委員長から決算報告を行った後、
参加者との意見交換をしました。

また、市民の皆さんの参加機会を増やす目的で、今後のライブ配信を想定して、冒頭の報告部分の
みテスト録画を行いました。　

意見交換会では、ＪＲの復便や新しい地方経済・生活環境創生交付金について、上下水道料金につ
いてなど活発に意見交換が行われ、終了予定時間を延長する会
場もあり、意見を直接いただける貴重な機会となりました。会
場で頂いた意見は各常任委員会で協議・検討していきます。

広聴活動の在り方についても多くの意見を頂きましたので、
今後の活動に反映させていきます。

「 議 会 報 告 会 」を 開 催 し ま し た

美山町での議会報告会
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11
月
18
日
、
本
市
の
広
聴
活
動

に
つ
い
て
、
福
岡
県
添
田
町
議
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
の
行
政
視

察
を
受
け
ま
し
た
。

視
察
で
は
、
本
市
の
「
出
前
で

お
し
ゃ
べ
り
青
空
議
会
」
「
議
会

報
告
会
」
「
な
ん
た
ん
未
来
会

議
」
な
ど
の
取
り
組
み
を
説
明
し

た
後
、
質
疑
応
答
と
な
り
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
広
聴
活
動
の

在
り
方
や
体
制
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
広
聴
活
動
や
各
常
任
委

員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

（
中
継
・
録
画
）
に
つ
い
て
も
現

状
報
告
や
意
見
交
換
を
行
い
、
今

後
の
活
動
に
生
か
せ
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

行政視察受け入れ

広
報
広
聴 

委
員
会

８月22日に開催した「なんたん未来会議」に
参加いただいた高校の発表後の活動について紹介
します。

農芸高校は、フードロス対策の一環として摘果
される小さなメロンの活用について発表されまし
た。その後、企業との連携で漬物としての活用実
証が始まりました。

京都聖カタリナ高校は「カタリナクリスマス」
を中心に、地域交通や地域との交流などを発表さ
れました。その後、地域交通課題について学校内
でアンケートを行い、改善に向けて11月11日に
市長に対し要望書を提出されました。また、12
月18日には「カタリナクリスマス」が開催され、
多くの市民が来場され、
賑わいを見せていました。

こうした活動に関われ
るのは大変うれしいこと
であり、活動の重要性を
再認識させていただく機
会となりました。

なんたん未来会議のその後

カタリナクリスマス当日の様子 ドローンによる演出

市長要望の様子

本
委
員
会
は
６
年
９
月
議
会
で

設
置
さ
れ
、
議
会
活
性
化
と
し
て

「
市
長
選
挙
と
市
議
会
議
員
選
挙

の
同
時
選
挙
」
「
議
員
定
数
」

「
通
年
議
会
」
「
議
会
選
出
の
監

査
委
員
」
「
議
会
基
本
条
例
の
検

証
」
等
に
つ
い
て
調
査
研
究
、
検

証
を
行
い
ま
し
た
。
計
10
回
の
委

員
会
と
亀
岡
市
、
兵
庫
県
の
南
あ

わ
じ
市
と
高
砂
市
へ
の
行
政
視
察

も
実
施
し
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

市
長
選
挙
と
市
議
会
議
員
選
挙

の
同
時
選
挙
に
つ
い
て
は
、
利
点

と
欠
点
を
精
査
し
、
総
合
的
に
は

同
時
選
挙
が
望
ま
し
い
と
の
結
論

に
至
り
、
今
回
の
選
挙
か
ら
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
定
数
が
多
い

と
の
回
答
は
約
55
％
で
し
た
が
、

議
論
の
中
で
現
状
維
持
と
削
減
の

意
見
が
拮き
っ
こ
う抗

し
、
条
例
改
正
に
つ

い
て
は
議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
に

委
ね
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

通
年
議
会
に
つ
い
て
は
、
先
進

地
視
察
等
の
結
果
、
大
き
な
負
担

増
で
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し

た
。議

会
選
出
の
監
査
委
員
に
つ
い

て
は
、
執
行
部
の
特
別
職
と
な
り

矛
盾
が
起
こ
る
と
の
意
見
が
出
さ

れ
、
先
進
地
視
察
や
議
論
を
重
ね

た
も
の
の
引
き
続
き
検
討
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
基
本
条
例
の
検
証
に
つ
い

て
は
、
全
議
員
か
ら
意
見
を
求
め

検
証
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
条
例

改
正
の
必
要
は
な
い
と
の
結
論
に

至
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
前
向
き

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

南あわじ市への行政視察の様子

議
会
活
性
化
対
策 

特
別
委
員
会

今期の市議会議員の在任期間は2月18日までです。従来は、2月初めに市議会議

員選挙が行われていましたが、今回から市長選挙と同時とするため、今回は3月15

日が投・開票日となりました。

このため、2月19日から3月15日までの間、市議会議員が不在となります。

市議・市長の同時選挙による議員不在期間について
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広報広聴委員会
10人の委員で、この2年間「分かりやすく、見やすい広報紙」と「開かれた議

会」を目指して広報広聴活動に取り組んできました。多くの方に広報紙を読んでい
ただき、ご意見を頂きありがとうございました。

総務常任委員会から所管事務事業調査報告書が
提出されました

委員会の一致した意見として、議会に対して提出された報告書の内容は以下の通りです。

⑴デマンドバス予約受付センター業務
事業者数や地域ごとの実情は理解するものの、予約受付センターについては、業務の合理

化が必要と思われる。今後、ライドシェアの導入も含め、検討・研究を進められたい。
⑵営業係数等

今回提出資料での営業係数では、路線ごとの費用対効果等を検討するには、不安定さが
あった。各路線、運賃収入や補助金等の扱いがさまざまであり、一律にできないことは理解
するものの、客観的に判断できる指標等の集計、算定が望ましい。

⑶バス運行事業の体制づくり
バス運行事業は、全体として非常に市民要望が強い事業であることから、市としての体制

の強化が必要と思われる。
 

12
月
８
日
、
９
月
議
会
で
可
決

さ
れ
た
環
境
計
画
推
進
事
業
（
サ

ス
テ
ナ
・
リ
ビ
ン
グ
構
想
事
業
）

に
係
る
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
今

議
会
の
一
般
質
問
で
、
９
月
議
会

で
の
説
明
と
異
な
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
異
な
る

点
を
含
め
改
め
て
説
明
を
求
め
ま

し
た
。
事
前
に
議
会
か
ら
求
め
た

事
項
に
つ
い
て
市
長
や
副
市
長
か

ら
説
明
を
受
け
た
後
、
活
発
に
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
12
月

22
日
議
会
最
終
日
に
一
般
会
計
補

正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
文
教
厚

生
、
総
務
、
産
業
建
設
常
任
委
員

会
の
連
合
審
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

「
全
員
協
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た

国民健康保険財政への国庫負担の増額及び早急な
制度改革を求める意見書を国に提出しました

昨今、諸物価の高騰が続く中、国民健康保険税（料）は、その加入者である高齢者や自営業者、さら
には非正規雇用の拡大のもと所得が低い若い世代、子育て世代等にとって、生活を圧迫する切実な問題
となっています。

これまで国は、国民健康保険（以下「国保」）財政基盤強化のため、平成30年度制度改革以降実施
されている公費3,400億円の財政支援を行ってきましたが、全国市議会議長会をはじめ、全国知事会並
びに全国市長会等は、国庫負担割合の引き上げ等、さらなる国保財政基盤の拡充・強化の措置を求めて
いるところです。

また、国保には他の健康保険にはない均等割があり、子どもにも保険税（料）を賦課しています。子
ども・子育て支援金制度が来年度から導入されようとする中、子どもにかかる均等割は子育て支援への
逆行にほかならず、子育て支援策を推進する観点から、早急な制度改革が必要です。

これまでから全国市議会議長会では、国民皆保険制度を維持していくために、医療保険制度の一本化
などの抜本的改革を求めるとともに、その過程において国保財政の基盤強化や制度運用の改善を求めて
きたところです。

つきましては、国保制度の安定的な運営のため、国保財政への国庫負担の増額及び早急な制度改革を
行うよう強く求めます。
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議
会
広
報
紙
は
議
会
で
何
が
話
し

合
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
判
断
が
な
さ

れ
た
の
か
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
伝

え
す
る
、
議
会
と
市
民
を
つ
な
ぐ

「
か
け
は
し
」
で
す
。
毎
号
議
論
を

重
ね
、
難
し
く
感
じ
ら
れ
が
ち
な
議

会
の
動
き
を
少
し
で
も
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
を
重
ね
て

い
ま
す
。

現
編
集
委
員
で
お
届
け
す
る
広
報

紙
は
今
回
が
最
後
と
な
り
ま
す
が
、

今
後
も
広
報
紙
が
、
市
政
や
議
会
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け

と
な
り
、
議
会
と
は
「
自
分
た
ち
の

暮
ら
し
」
が
議
論
さ
れ
て
い
る
場
所

と
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

（
Ｈ
・
Ｈ
）

委 員 長／若井　睦巳
広報部会長／河野　啓介
副部会長／吉田　尋子
委　　員／樋口　浩之　　堤　博明　　平田　聖治
　　　　　山下　秋則　　小中　昭

広聴部会長／塩貝　孝之
副部会長／下間　康広

2026.1.23

広 報 広 聴 委 員 会

南丹市政への
ご意見箱

編

集

後

記

次 回 3 月 定 例 会2月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

本会議 予 算 分 科 会
（開会） 常 任 委 員 会

予算特別委員会

8 9 10 11 12 13 14

予 算 分 科 会

常 任 委 員 会

15 16 17 18 19 20 21

予算特別
委員会

本会議
（閉会）

22 23 24 25 26 27 28

南
丹
市
議
会
議
長

谷
尻　
昌
史

議
長
あ
い
さ
つ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
市
政
に
対
す
る
温

か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
昨
年
も
公
務
に
精
励
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
こ
こ
に
南
丹
市
合
併
20
年
の
新
年
を
迎
え
、

本
市
の
一
段
の
躍
進
を
期
し
て
、
清
新
の
気
が
み
な
ぎ
る

の
を
覚
え
ま
す
。

現
在
の
社
会
経
済
情
勢
は
、
物
価
高
騰
、
少
子
高
齢

化
・
労
働
人
口
の
減
少
、
Ｄ
Ｘ
化
・
Ａ
Ｉ
の
進
化
な
ど
、

複
数
の
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
変
化
の
激
し
い
時
代

を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
に
あ
た
り
、
本
市
に
お
い
て
も
克
服
す

べ
き
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
行
政
需
要
は
そ
の

質
・
量
と
も
ま
す
ま
す
複
雑
多
様
化
す
る
な
ど
、
誠
に
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
議
決
機
関
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
よ
り
豊
か
な

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
今
後
さ
ら
に
創

意
工
夫
を
重
ね
、
市
民
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
る
よ
う

決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
本
年
も
相

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※1月23日（金）午後5時までに提出された請願・陳情等
は、3月定例会で取り扱われます。会議時間はいずれも
午前10時からの予定です。この日程については予定であ
り、予告なく変更となる場合があります。

※本会議は、ケーブルテレビやインターネットで中継して
います。
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